







その他のタイトル The Development of Software to Study Japanese


















（河野他 2004，磯村 2009 等）。また，後述する「自己モニター」を取り入れ








2001，広瀬 2005，羅他 2006，Shimizu et.al 2008，小河原・池田 2009）。 
　音声認識エンジンを発音評価に活用したソフトで，製品化されているものと







きる（岩田他 2009）。文の練習をする画面は，図 1 のようになっている。
































































クラデスカ /（図 3）等のピッチは，物理的には / イ / の平均値より / ク / の始
端部が高く始まり，アクセントの下がり目が遅れて生じる「おそ下がり」（杉
藤 1972）現象が見られる。しかし，/ ク / を高く示した図を学習者に与えれ
ば，/ イ┏ク┓ラデスカ / という発音を誘発する危険がある。これに関して石井




































（5） 学習者の発音および PG を記録し，下段のリストに表示する。これを選択
すると，中段に過去の発音の PG と音声を呼び出すことができる


















2 ～ 5 拍の様々なアクセント型の語，約 150 語も選定し，その 200 文＋ 150














2011 年 10 月から 11 月にかけてで，




























































































































ロ┓シテクダサ┓イ / のようにヤマ 2 つになるモデル音であったが，学習者の大
半は，/ ソ┏ノカ┓ドノ｜手┏前デ｜オ┏ロ┓シテクダサ┓イ / のようにヤマ 3 つに
なったり，/ ソ┏ノカ┓ドノ手前デ｜オ┏ロ┓シテクダサ┓イ / のようにヤマの切
れ目が異なるヤマ 2 つの文になり，さらにアクセントも / オ┏ロシテクダサ┓イ / や
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